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in ほっかいどう

201５年度冬季の電力需給は、直近の経済成長の伸び、企業や家庭におけ

る節電の定着などを織り込んだ上で、北海道電力管内でも安定供給に最低限

必要とされる予備率３％以上を確保できる見通しです。他方、大規模な発電

所のトラブルが発生した場合、安定供給ができない可能性が懸念されます。

政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力をして

参ります。冬の寒さが厳しい北海道において、安定的に電気を供給するため、

大変なご迷惑をおかけしますが、以下の期間で無理のない範囲での節電のご

協力をお願い申し上げます。

※「数値目標なしの節電」ですが、一つの目安として定着節電として見込まれている
2010年度最大電力比▲5.9％を参考として下さい。

12月1日（火）から3月31日（木）までの平日（12/29～31を除く）8:00-21:00

＜担当：電力事業課、総合エネルギー広報室＞ 

北海道地域電力需給連絡会（主催：経済産業省北海道経済産業局、

北海道）では、１１月３０日（月）、ＪＲ札幌駅西コンコース西改

札口前広場において、街頭節電キャンペーンを実施いたしました。

秋庭北海道経済産業局長、辻北海道副知事、吉岡札幌市副市長、

真弓北海道電力(株)代表取締役社長等が参加し、節電要請パンフ

レットを1０００部配布し、北海道民の皆様へ節電への協力を呼び

かけました。

 経済産業省北海道経済産業局では、このたび、平成27年度「北国
の省エネ・新エネ大賞（北海道経済産業局長表彰）」の受賞者を決定
しました。また、平成27年12月1日開催の「省エネ・節電対策セミ
ナー」に先立ち、表彰式を実施しました。 

北国の省エネ・新エネ大賞（北海道経済産業局長表彰）受賞者
（五十音順）

今年度は４部門７組の受賞が決定しました。

【有効利用部門】
○(株)ノラ ワークス ジャパン＜帯広市＞
『十勝”夢”プロジェクト真冬のマンゴーづくり大作戦』

【節電部門】
○(株)札幌副都心開発公社＜札幌市＞ 
『新さっぽろイニシアチブESCO事業を活用した設備の老朽化対策とエ
ネルギーコストの削減』

【開発・製造・普及部門】
○(株)土谷特殊農機具製作所＜帯広市＞ 
『家畜糞尿を利用したバイオガス発電プラント』  

○北海道ガス(株)＜札幌市＞ 
『エネファーム寒冷地仕様の開発』  

○YKK AP(株) 北海道支社＜札幌市＞
『高性能トリプルガラス樹脂窓 APW430』

【啓発部門】
○札幌市立札苗緑小学校＜札幌市＞
『すごいぞソーラーパワー』

○北海道富良野緑峰高等学校＜富良野市＞
『エネルギーの地産地消～簡易ハイブリッド発電によるLED照射実証実
験～』

＜担当：エネルギー対策課＞



環境・エネルギー

北海道での環境やエネルギーの取組や国等の施策を活用した
事業の活動状況とその後などをご紹介しています。

＜担当：エネルギー対策課＞

「実践！おうちで省エネ スマホアプリ」をリニューアル
経済産業省北海道経済産業局では、ご家庭で簡単に取り組める

省エネ術や節約効果（金額、CO2排出量）が具体的に分かる機能等

を盛り込んだスマホアプリを無料配信しています。この度、毎月の光
熱費を記録することによりグラフで推移が確認できる機能や、ゲーム
感覚で省エネについて学ぶことができる機能を新たに搭載しました。
是非ご活用頂き、ご家庭の省エネ・節電の取組にお役立てください。

※本アプリは、Google Play及びApp Storeから、無料でダウンロー

ドできます。 「おうちで省エネ」と検索してください。

※詳しくは、以下の当局ウェブサイトをご覧ください。

http://www.hkd.meti.go.jp/hokpw/h27ouchi/index.htm
＜担当：総合エネルギー広報室＞

＜担当：電力事業課＞

「冬休み親子ｄｅ節電お料理教室」の参加者募集！
～親子で楽しくおいしい節電にチャレンジ～

経済産業省北海道経済産業局では、ご家庭の皆様に寒い冬をあたたかく、楽しく節
電に取り組んでいただくことを目的に、「冬休み親子de節電お料理教室」を開催します。

当日は、光熱費の節約効果が高く、身体の内側から温まる“時短・節電”料理を、親
子で実際に調理していただきながら、キッチンで楽しく節電を行うノウハウをご紹介し
ます。

１．開催概要
【日時】 平成２８年１月１３日（水） ①第1回 10：00～11：30 ②第2回 13：00～14：30

③第3回 15：30～17：00
【場所】 札幌エルプラザ4F 料理実習室（札幌市北区北8条西3丁目） 
【対象】 幼稚園年長児・小学生と保護者の方 
【定員】 各回36名・ペア18組（先着順・参加無料） ※おひとり様でもご参加頂けます。 
【主催】 経済産業省北海道経済産業局 
２．内 容
【講師】 野菜ソムリエ 長谷部 直美 さん
【内容】 「干し白菜ロールの豆乳煮」、「変わりお好み焼き」など3品の節電料理メニュー

を、参加者が講師と一緒に調理しながら、キッチンで楽しく節電を行うノウハウ
をご紹介します。

３．申込方法
氏名、年齢、性別、住所、ご連絡先（電話番号、E-mailアドレス）、参加希望の時間帯、
食物アレルギーの有無とその食物を記入の上、以下の申込先あてE-mail又はFAXに
て、お申込みください。

※応募多数の場合は、先着順とさせていただきます。

※ご提供いただいた個人情報は、本料理教室以外の目的では使用しません。

４．申込・問い合わせ先
  株式会社 ノヴェロ（事業委託先） E-mail: forum@novello.co.jp 

FAX: 011-221-2073

経済産業省北海道経済産業局では、北海道地域における水素社会の実現
に向けた取組の一環として、家庭用燃料電池（エネファーム）などの定置
用燃料電池の普及拡大を目的とした「北海道地域定置用燃料電池システム
普及促進連絡会」を新たに設置し、11月20日（金）に初会合を開催しま
した。

会合では、会員から寒冷地対応型エネファームの紹介や、参加者による
活発な意見交換が行われました。

なお、連絡会終了後、報道機関向けに、家庭用燃料電池（エネファー
ム）の仕組みや特長等の紹介を行いました。

設置趣旨
政府では、平成26年6月に「水素・燃料電池戦略ロードマップ」を策定し、水素社会実現に向け

た足下の取組として、「燃料電池の社会への本格的実装」を目指し、定置用燃料電池システム
や燃料電池自動車の普及拡大を進めています。 
 こうした中、北海道地域は、積雪寒冷地という地域固有の事情等から、家庭用燃料電池シス
テムの累計販売台数は、300台程度に留まっており、今後の普及が急がれるところです。 
 今般、北海道地域の関係機関が一堂に会した、「北海道地域定置用燃料電池システム普及
促進連絡会」を設置し、その普及促進に向けた広報活動等を行い、北海道地域における水素社
会の実現の一助とします。 

会 員
北海道地域内で事業を行う、ガス事業者、住宅メーカー、燃料電池メーカー、関係団体等

主な活動内容

 会員間の情報共有、定置用燃料電池システムの普及促進に向けた意見交換、定置用燃料電
池システムの広報（説明会開催、パンフレット作成等）  

http://www.hkd.meti.go.jp/hokpw/h27ouchi/index.htm
mailto:forum@novello.co.jp
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